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2020.10.30　お申し込み〆切 →詳しくはウラ面へ金

４ヶ月連続 全４回

研修プログラム

第1回　2020.11.28　   9:30~12:30 オープニング・クロージング・休憩含む
 ◆  第１部 　9:40~10:00　 ICT・ドキュメンテーション事例共有（モデル園成果発表）　
 　　　 　10:00~10:40　 講演 「保育の質向上の重要なポイントとは」
     　   ご講演：  白梅学園大学名誉教授 無藤 隆 先生
    　　　 　 　    玉川大学教授 大豆生田 啓友 先生
 ◆  第 2 部  10:45~12:30     ワークショップ「チャレンジテーマの設定」
　　           講師：保育のデザイン研究所 川辺 尚子 先生
              数名のグループに別れて、本研修を通じ学習したいテーマを話し合って決めます。  
第２回　ワークショップ「記録としての写真の活用方法①」
　 グループ１：2020.12.11     14:00~17:00
　 グループ２：2020.12.16     14:00~17:00
◆ 第２・３回は、２つのグループに別れて行います。
◆ 実際に園で撮影してきていただいた写真を使って、グループごとに写真から子どもの声を読みとり、
   語り合う、ワークショップ形式です。
◆ 写真撮影・販売システム「ルクミーフォト」を導入費無料にてご活用いただけます（ユニファ（株）提供）
　第３回　ワークショップ「記録としての写真の活用方法②」
　 グループ１：2021.1.19     14:00~17:00
　 グループ２：2021.1.20     14:00~17:00
第 4回　合同成果発表会
　 2021.2.10         14:00~17:00   
　 第2・3回目の成果物を参加者全員で共有し、先生方からの講評コメントをいただきます。
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※ 全課程を、WEB 会議サービス Zoom を利用して、オンラインで実施します。

 
研修参加費

　　　　        をご利用園の
先生（ご利用予定も含む）
10,000円

　　　　　     をご利用でない園の先生
15,000円

第1回目第1部の講演のみ、研修に
参加されない方もご聴講いただけます

聴講料1,000円

写真
を使い

こなし
て
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 が楽し

くなる！

̶ ニューノーマルな時代の保育 ̶



TEL: 03-6803-2258
9:30〜18:30（土・日・祝日を除く）

PF_L_001420201

ユニファ株式会社
担当 ： セールスマーケ課　小林
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写真を使った保育の振り返りのステップ
本ワークショップで、一連のステップを体験いただきます。

◆ 体験型の研修のため、研修以外の時間もご自身で写真を撮っていただくなどの必要があります。
◆ 他の参加者との共有は大事な研修の一つです。講義だけを受けるのではなく、自ら学ぶ姿勢での参加を
心がけていただくことで、より一層研修の成果を実感いただけます。

なぜ写真が大事なの？

保育の記録手段の一つとして、写真を
使った振り返りの大切さが話題です。
「なぜ写真が良いのか？」「どう良いの
か？」をワークショップで体験してみ

ませんか？

先生の心が動いた瞬間にこそ、子ども
の育ちがあります。その瞬間を写真で
記録することで、記憶想起の手助け

にもなります。

お申し込みの流れ 応募者多数が見込まれるため抽選とさせていただきます。

◆ 右の QR コード、 もしくは     　　　  　  で検索

◆ WEB 応募フォームよりお申し込みください。 10/30　   〆切

◆ 当選された方には、 11/10 までにご連絡を差し上げます。

◆ 11/27 （研修前日） までに、 受講費のお支払いをお済ませください。

実施要項
◆ 全課程を、 WEB 会議サービス 「Zoom」 を利用して、 オンラインで実施します。

◆ インターネットが閲覧できる環境 （パソコン、スマートフォン）、イヤホンなどを予めご用意ください。
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プレワーク

参加者の声
どう撮影したら

保護者に伝わるかを

考えて撮ることが

増えました。

ただ写真を

見せ合うだけではなく、

保育者同士・保護者との

会話の時間が増え、深く掘り

下げた話もできるように

なりました。

子ども一人一人の

興味や、その一瞬を

逃さないようにという思い

が、さらに強まり

ました。


